
よくある質問 
不明点がある場合は、まずは以下のQ&Aを参照ください。 

授業料免除等制度に関する質問がある場合は、吹田学生センター（gakusei-sien-en1@office.osaka-u.ac.jp）へメールでお問い合

わせください。 
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94 前後期一括申請とは何か。 

前後期一括申請は前期（４～９月）分の授業料免除等申請時に「前後期一括

申請」を選択した場合、後期（１０～３月）分の授業料免除等申請についても

併せて受け付ける制度（申請方法）です。この場合、原則として後期の時点で

の申請は不要です。ただし、前後期一括申請は、後期（１０月１日）時点におい

て、前期（４月１日）の時点から家計状況等に変更がないことを前提とした申

請方法です。したがって、確実に変更がある場合には「前後期一括申請」を選

択せずに「前期のみ申請」とし、後期は改めて申請してください。なお、それ

でも急きょ変更があった場合には、後期の時点で変更申請を行う必要があり

ます。 

95 前後期一括申請は誰でも申請することが可能か。 

以下の方は、前後期一括申請はできません。 

○年度途中で卒業・修了予定の場合 

○年度途中（後期）に初めて最短修業年限を超えて在学することとなる場合 

○年度内に休学・退学を予定している場合 

96 
前後期一括申請を行った場合、その後に行わなければならない手続や、気

を付けておくべきことは何かあるか。 

前後期一括申請を行った場合でも、「後期授業料免除等申請要項（８月末に

大阪大学ホームページで公表予定）」に前後期一括申請の変更申請に関する

記載を行いますので、変更申請が必要な事由の該当の有無について必ず確

認してください。なお、変更申請が必要な場合は、申請要項に基づき必ず変

更申請を行ってください。 

97 
前後期一括申請を行った場合、後期授業料免除の判定結果は前期と同じ受

付番号で発表されるのか。 

そのとおりです。前後期一括申請を行った場合は、前期申請時に発行された

受付番号が前後期共通となります。後期の判定結果の発表の際に「受付番号

がわからない。」「受付番号を忘れた。」という問い合わせがよくありますが、

受付番号は忘れないよう大切に保管しておいてください。 

98 
前後期一括申請を行い、前期の判定結果で全額免除（半額免除／不許可）と

なった。この場合、後期も同様の結果となるのか。 

授業料免除の判定は、前期・後期それぞれ独立して実施しており、それぞれ

予算の範囲で実施します。前後期一括申請を行った場合であっても、前期と

後期で同様の結果になるとは限りません。 

99 

前期の時点で、前後期一括申請で免除等申請システムの登録を提出期限ま

でに完了したが、申請書類を申請期限までに提出することができなかった。

後期の免除申請は受け付けられておらず、後期は改めて申請する必要があ

ると理解しているが合っているか。 

そのとおりです。様式１－１、１－２、様式２及び提出書類チェックシートの４種

類の申請書類は申請期限までに必ず提出する必要があります。前期の申請

時点で、期限までにこれらの書類を提出していなければ、申請は無効となっ

ています。また、前後期一括申請の場合は、前期のみならず後期の申請も受

け付けられていないことになっています。したがって、この場合、後期授業料

免除の申請期間に改めて免除の申請を行う必要があります。 

100 
前後期一括申請をするつもりだったが、誤って前期のみの授業料等免除申

請を選択してしまった。前後期一括申請に変更することは可能か。 

免除等申請システムで登録を完了している場合は、システム上で変更を行う

ことはできません。申請期間中に限っては、変更を希望する場合は、吹田学

生センターへメールで連絡してください。なお、申請期限後の変更の申し出

はできませんので、この場合で後期授業料免除の申請を希望する場合は、後

期授業料免除申請期間に改めて申請を行ってください。 

101 

前後期一括申請を行ったものの、学生センターから提出指示があった不足

書類を一切提出せずに放棄したため、おそらく申請が完了していない。提出

していなかった不足書類を提出して後期授業料免除に係る申請を完了した

いが、この場合、改めて後期授業免除の申請を行えばよいのか。それとも前

後期一括申請の変更申請を行えばよいのか。 

この場合、前後期一括申請の申請状態は書類不備（書類未提出）となってお

り、後期授業料免除申請については未完了の状態です。したがって、改めて

後期授業料免除申請を行うようにしてください。 

102 

４月に大阪大学大学院修士課程（博士前期課程）から、博士課程（博士後期

課程）に進学予定である。申請要項に「前後期一括申請ができない」ケース

として、「年度途中で卒業・修了予定の場合（進学等により在籍課程が変更と

なる場合も含む）」と記載されているが、この場合、前後期一括申請はでき

ないのか。 

この場合は申請できます。前後期一括申請は、年度開始期の４月（前期の申

請時点）に行うことができる年度内適用の申請方法です。前後期一括申請が

できない「年度途中で卒業・修了予定の場合（進学等により在籍課程が変更

となる場合も含む）」というのは、あくまでも年度の途中、例えば９月に修了

し、１０月に進学するようなケースとなります。年度開始期の４月に進学する

場合には前後期一括申請は可能です。 

103 
１０月に大阪大学大学院修士課程（博士前期課程）に入学するが、１０月入学

の場合、入学時点の申請で、前後期一括申請のような年間で申請する申請

方法はあるのか。 

ありません。１０月入学の場合、入学時点で可能な授業料免除の申請は後期

（１０～３月）分授業料免除申請のみとなります。次年度も授業料免除申請を

希望する場合は４月時点で改めて前期（４～９月）分授業料免除申請を行わ

なければなりません。なお、次年度の前期分（４～９月）授業料免除の申請を

行う際には当該年度の前後期一括申請を選択することが可能です。授業料

の納入及びその納入に対する授業料免除の申請は、学年単位ではなく年度

単位（日本のアカデミックスケジュール）で制度や手続が定められています。 
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104 
前期分の申請内容及び受付番号を確認したい。前後期一括申請を行ったと

思うが忘れてしまった。 
免除等申請システムから確認することができます。 

105 
前後期一括申請を行った場合で、後期授業料免除等の申請時点で変更があ

る場合には変更申請を行うことになると思うが、変更の内容が軽微なもの

でも、すべての申請書類等を再度提出する必要があるのか。 

変更事由が P.11 の「授業料免除等前後期一括申請の変更申請」の表にある

「事由」に該当するものであれば、たとえ軽微なものでも変更申請は必要で

す。 

一つの変更が審査上、他の箇所にも影響を及ぼす可能性があるため、変更

箇所に係るものだけではなく、申請要項に基づき、すべての書類を提出する

必要があります。なお、変更申請を行う場合も、免除等システムの登録及び

申請書類の提出を提出期限までに行うことが必要です。 

106 
前期は授業料の収納猶予の申請を行ったが、後期は収納猶予ではなく免除

の申請に変更したい。 

前後期一括申請の申請区分は前期・後期で同じものとなります。後期で申請

区分を変更する場合は、必ず変更申請を行ってください。 

107 
前後期一括申請の時点では申請中であった奨学金の受給が決定した。その

奨学金の受給により後期の時点の収入状況に変更がある。この場合、変更

申請が必要となるのか。 

奨学金の受給により後期の時点で収入状況の変更がある場合は、申請要項

に基づき変更申請を行ってください。ただし、変更の内容が「日本学生支援

機構奨学金」、「外国人留学生学習奨励費（在学採用）」、「民間団体等奨学金

のうち大学を通じて採用になった奨学金」及び「本学が給付する奨学金」の

受給の決定（受給額の変更、受給の終了を含む）のみであり、奨学金以外の

その他の申請内容について前後期一括申請時から変更がない場合に限り、

変更申請は省略可（不要）とします。なお、これらの奨学金は本学でその受給

額等を把握しているため、変更申請を省略した場合であっても後期授業料

免除の審査では、その受給状況を考慮することになります。 

108 

申請者区分を「独立生計者（私費外国人留学生）」として前後期一括申請を行

った。前後期一括申請の時点では申請中であった「民間団体等奨学金のうち

大学を通じて採用になった奨学金」の受給が決定した。「民間団体等奨学金

のうち大学を通じて採用になった奨学金」の決定のみの変更の場合は、変更

申請は省略できる（不要）と申請要項に記載されているが、前後期一括申請

の際に提出した「独立生計者の家計状況申告書（私費外国人留学生の家計

状況申告書）」の収入状況も変更となる。この場合、変更申請は不要でよい

のか。 

「民間団体等奨学金のうち大学を通じて採用になった奨学金」は、本学でそ

の受給額等を把握しており、後期授業料免除の審査では、その受給状況を考

慮します。「民間団体等奨学金のうち大学を通じて採用になった奨学金」の

受給の決定のみが変更の内容であり、前後期一括申請時のその他の申請内

容について申請時から変更がない場合に限り、変更申請は省略可（不要）と

しています。奨学金受給に伴って前後期一括申請時のその他の申請内容に

変更が生じるこのようなケースでは、変更申請は省略せず、変更申請を行っ

てください。したがって、この場合、原則として変更申請が必要です。 

109 
変更申請で登録が途中までしかできなかった場合、または変更申請の登録

を完了したが、書類提出が間に合わなかった場合、後期の申請はどのような

扱いになるか。 

前後期一括申請をした時の内容で後期分の審査が行われます。ただし、この

場合、事情確認のために吹田学生センターから問い合わせの連絡をさせて

いただき、申請書類の提出を求める場合があります。 

110 
前後期一括申請を行い、「後期授業料免除等申請要項」に記載されている変

更申請が必要な事由に該当がない場合、何か手続を行う必要があるのか。 
必要な手続はありません。 

111 
前後期一括申請の変更申請を行った場合の後期の受付番号はどうなるの

か。前期と同じ受付番号か。 

変更申請は、前期の申請内容に対する変更申請となりますので、前期と同じ

受付番号（前後期共通）となります。 

 

 


